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膏少年期のライフスタイルの変化が

盤骨皮賓昏趨音波伝播速度に泉iます影響

家主主医科断事大手許大学紛忠商学総会務多若手ヰ健康f閥医学高 野 縫 人

背景.，機少年男きにおける高い骨密笈と健康なライフスタイルの獲得iこ総主義する要留を紛らかにするa

対象:東京総内のA高校の在学生のうち、高校一年生時に議査に参加することを同意し、 3年喜善の縦

断議議ままに協力を罪事られた犯人(男子46入、女子50人入

研究デザイン:綴話者約研究。

評億1翼~ :燦脅皮質符造遺言まi疫{式事童話通皮 (TCSOS)、身体言問位身体状態、官室長長状態、食生活習量妻、菜謀

議事夜空妻、その他のライフスタイルの銭関紙調査。

主たる結果 :i奈さ受l年生時から潟校3年集長寺までの真意関TCSOSI主、喜怒子では尊重加し、女子では変化し

なかった。努子のTCSOSの増加は身長最大先立炎渓度(開設(height velocity:P狂的年紛iこ関連した移乳

き議長語、卵の後耳更が男予の議事¥'TCSOSIニ、寝不足のおき室あり、議謀議8不足の白書誌ありが女子の低pτ'CSOS

iこ関速していた。

給量歯:TCSOSの目立災英語にある高高校生男子では、乳製品を会主F多様な級lJ.会わせの食品を摂取すること

が成長後のおい脅密きまと関連していた。骨密皮の成長綴にある誇少年織のライフスタイルが成災後の

餓燦にもたらす影響をふまえ、自らの会主体的な判断でライフスタイルを選択し安全める青少年を対象と

する室主主義教育プログラムの必聖書伎が強くえ訴後された。

キーワード:脅苦言語芝、話器骨皮質管緩苦言ー波法、縦断研究、高校然、ライフスタイル

はじめに

最大符懇の獲得において、小児認可から忍若手英語にかけてのす警少年期I二十分な管室を獲得するととが幾

重喜である。 1守f設の獲得を形成するためには、十分なカルシウムの摂取や透切な潔動の磁重要伎が指摘さ

れている。

青年英語において1¥t苦言皮が最も時事加する終鶏i之、身長の怒券発耳スパートf去のや学生から高校生にかけ

てであるととが知られている。また、中学生から潟校生:にかけては自らの主意志でライフスタイルを決

ヌきする初めての時期であり、縫E義的なうイフスタイルを形成するために重聖書な鈴惑とされている。こ

の期総に獲得されるライブスタイルが身銭の成長におよ!ます影響は輿除深いものがある。

本研究i立、高校1浮き主時から泌を空3年生時における経'野氏鎖骨超音波伝播速度計i綴ままによるf李総皮

と食生活望号機、選勤務後、これらに首唱する意裁を縦断研究デザインiこより綴ままし、高校生の食生活滋
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媛、護霊堂治還ま燃の変化、およびそれらに関する君主織と、伶密度どの関遠性を明かにし、健康ナ韓議長華文努プ

¥:1グ予ム葬護費去のさ基礎データを得るごとを羽白告として解析をfjった。

方法

予夜3京都内のA高校の在学生のうち、罪事絞l王手愛護寺;ニ務変i二参泌するととを問主義し、 3塁手間の縦断言緩

ままに協力を得られた96人{男子46人、女子50人)を対象としたe 高校1年生善寺、妥言老支2 主将、語草校

3~~七時に計測ならびに質問紙調ままをさ嬰絡した。

言f古車l穆i飼は、身長、体重、体脇肪軍事、日盟+寺決後特超音波{云播速度である。霊童努E支室電特産護1雪渓{叉皇室i懇

話1'1立、長守幸骨皮質骨の超音波{云繍1酬を計測するものである。経脅皮質管越後泌総務主主題をは、 D豆訟

をまによるBoneMineral Density è. 強い関波紋を有する、新しい計測IJ~去であるごとが泳されτいる

(Fold時 eta1，19号5)。また、 E笠f普段霊還す守級官託証主{渓J霞迷度が速いほど、断層写奥で計測した骨密度、管の

ヲ長カ、締役が高いことが滋認されている(Leeet al.，1997)。計額uの滋位はm/sec1:'ありH軍符皮質管超音

波伝鐙主主疫を以下OTCSOS(1ibial Cortical Sp悦 dofSound)とする。

また議査を身体状媛、長室長養状態、 f設さ主浴後?索、主重重き密資、その{訟のうイフスタイルについて自記式

で行った。本研究では、以下の税関について分析した。

身体状況、健康状態の項自は、議定後段、初経年齢、就寝雲寺潟、ま葉線E寺祭器、 3議不1主の自覚の有無であ

る。既往歴は骨折、肺炎・然f聖火炎 (γイコプラズマ肺炎を含む入き誌管支自路ゑ、主主主霊炎、アトピ一位

皮革寄炎、甲状腺疾患、 m民感、軍事疾慾、骨折以外の骨疾患、殺梅幸反ヘルニア、食物アレルギー{事奪三廷
に下痢、曜司士、発疹、呼吸悶興産などの波状を引き起ごす)、ダニアレルギー、花粉夜、その他のアレル

ギーの14疾患を議査した。

食生活習演の著書窃;主、事自食の鋭敏頻度、夕食の摂取頻度、間食の採取猟度、牛乳の寂取量、朝食の

摂取内容務頻度、議室5表を霊長つのに透した食生活の自覚である。事ijj誌の渋Ijl(頻度はi高校 l年生時から高

校 3 年三主将まで 3~言語毒交を行い、 r\ ミつも食べるj 、 f食べる方が多いj、「食べない方が多 L 、J 、「いつも

食べないj の 4 段階どした。夕食IJ)務取菱重度iま高校 l 年生憾と泌総 2~~a寺の 2 回調査を行い、fIミつ

も食べるj、「食べる;万が多いJ、r1量べない方が多いj、「いつも重量べないjの4段階とした。間食の摂

取頻度は高校l年生時から話通校3年生雲寺まで3図の議主主在行い、fIミつも食べるj、fよく食べるJ、「た

まに食べるJ、「いつも世話べなpJの4段階とした。牛乳の摂取幾i立、議議後l学生善寺と高校2王手支持の

2 図説査を行い、 l 本あたり 180~200mlに換算して 1 日あたりの燃淑緩が、 rz 本以上ム f約 1 本ム

f約半分j、れまとんど童文まなLリの4段階とした。朝食の摂取内務別委員授は、高校1年生持のIn耳の綴

釜を行い、牛乳、事し綴ぷ(チーズ、ヨーグルト)、肉類、魚介類、小然、汁物、卵、清涼飲料水{ジコ

ース、炭酸飲料〉、スナック菓子{ポテトチップ等)、淡け物綴 (f問書室、梅干、ふりかけを含む)繰り

製品{ちくわ、かまぼこ、さつま揚げ等}、豆製品、総災後野策、王立の縫い野菜、果物類、海議事実質、イ

ンスタント去襲、レトルト食品{冷凍半議選食品を会主1')の18事苦闘を繍3ました。頻度は r1日iこ2関以
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上ム{ほとんど苦手段ム f週i二 3~5 1illム fl鳳 lこ 1-2 澱j 、 r!''IIニ 1-2 鐙ム fほとんどとらな Lリの

s段階とした。健E告を保つのに追撃した食生?協の自覚は衛生党1年金約から高校3等生時まで3闘の議資

金行い、「しているム fだいたいしているj、fどちらともL、えなpj、fしていないJの4段熔とした。

室主露首鼠慢の草翼線法、運動F長選sr雲重きの葬震度、学校?の淫動の嫌悪室、運動不足の自覚である。運動糸喜E

i初動の綴療は高校1>p生時から日高校3竿ゑ雲寺まで3聞の務査を行い、運動2義務音波動への1灘間あたり

の参加臼数を記録した。学外での護悪霊きの頻度Iま溺校l空手念特からおき受3年生時まで31ill滅後告行い、

学校以外の幾重きやスポーツへの参加減皮により fほとんど毎日している J、「巡iこ 4~6 回ぐら\'j、

「週iこ2…3間ぐらいj、f滋iこ1図ぐらいj、f月iこ2…3跨ぐらいJ、fしていない」の6段階とした。

主筆致不足の潟党ほお車交2年生時と謀議校3年然防の2留の綴査を行い、f日常生治で主筆致主主足りているかj

について r3;;く足りているム「大体凝りているj、f少し足りなLづ、 rJi!.りないjの4段階とした。
ライブスタイ)J，-，こ詩書する闘党として、際空眠不足の自覚、総長持を保つのに適した生3穫の自覚、選思議。不

足の自党iこ籾えて、健康的なろ長義5・の心がけについて謀議校2年生時1::.務校3年念特の2仮!の繍査を行い、

!軽重自震を十分とる」、「著書食を毎日食べるj、rr飽食(おやつを食む)をあまり食べなLリ、「き葬祭のパラン
スや食べる援に気をつけるj、f太りすぎなLリ、 fやぞすぎないJ、f体予守の他にも買主義母的iこ華童話殺やスポ

←ツをするj、re績を大切iこするふ「疲れたら休養をとる」のg機釘の有無を滋査した。
その他のうイブスタイルの機関i主、学留意書の利用、綴在のアJレパイト、機待望露i!1i等の所有である。

繁華3塾の京Uf悲iま高校1年余震寺i二言絡ま疑者行いnま1;1:'毎日遭っているム「主導iこ3-4録j、f選iこ1~2 Bj、
「巡っていなL¥|の4段織とした。務ままのアルバイトは高校1壬ド生時に綴ままを行い、支援期鶴のものを除

き rl:tl;l:'毎日しているj、r;援に3-4日|、「週iこl…2日」、 rJ'l 1こ 1~2 日 J 、 f していなL ミj の 5 段

階とした。携帯電話会撃の所有は潟校1年生善寺に調査をtすい、ま薄手善後3首、 PHS、ポケットペルなどのF両

手まの狩無とした。

また、生王室約年齢の指主要として初級王ド能告と、身;綬還を大成長i髪室苦 (peakheight velocity:PHV)年議会を

調査した。

TCSOSと身長計測fiについては、 TCSOSの佼菱、経年後化、 TCSOSと身後針演U11直(身炎、体E室、

体験室主塁手、除目詩防体重、 BMI)との粉闘を分析した。

身体状況、健康状況については、生獲さ詳的年齢としてP狂V>p損金と初経年齢、既往疾ゑの有無、際限

枠悶とのTCSOSの関係、および機続時間の変化とTCSOSの変化の関係を分析した。

食生活潔僚については、朝食、間食の摂取義務殿、牛乳の摂取量、半主食の摂取内務5.IU頻度と請書まま時お

よび次問調査草寺の'TCSOSとの関係を分析した。

運動望号僚に関しでは怒3きもしくは学外での遜4日以上の芸霊童誌の有無と綴遣を草寺および次淘議査憾の

すCSOSとの関係、および潔動'，l，j"燃の変化とTCSOSの変化の関係を分析した。

サイフスタイルに関する段3遣については、草案不足の自覚とTCSOSおよび陸自民待問の関係、軽重機を保

つのに適した食生滋の自覚とTCSOS、戦食の欠食の衡実襲安〉詩書係、還ま訪子!立王立のel党とTCSOS、運動頻度

の関係、長2E量的なさ主泌の心がけとτ'CSOSの関係を分析した。
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総長訴を係つのに過した食生活の自覚の干す燃と粉食?の欠食の有無の関係は、事号食を f1!詰ベるjj主主多

いJ、「食べない方が多いj、「いつも食べな L 、J è.:閲~した生徒を欠食あり若手、 f\ 、つも食べる“と街容

したゑ後を夕立食なしj群とし、餓長義金保つのにi瀕した食生活を「しているj、「だいたいしている」と凶

努した食後を健康的な食生活あり喜章、「どちちともいえなLリ、 fしていなLリと閲答した生徒を健康的

な食生滋なし震とし分析した。主室ま静養ぎ奪還のe1l雪まと菜謀議事頻度の関係i立、高校2年生時iこ澗4悶以上の運

動議塁後の凝然と、運動不廷の自覚でをく凝りているふ f大体足りているJe.:紛した1:徒を運動が

f絞りているお|と自覚している、 f少しりないj、f足りなL、jと問答したf主楼を選立議事詩Ifsりていな

L、Jと自覚しているとし、分析した。

その他のライフスタイルについては、 TCSOSと遡4臼以上の運動の有然との関係金分析した。

分析にあたっては、相関分析にはp附 rs舶の籾関係数をτ'CSOSの2鮮闘のよち警交にiまt主主主主を、 τ'CSOS

tこ 2 若手以上のJI~電序尺度の比較にはJanckheer合Terpstra検定を用いた。 TCSOSとのさ主程的年齢際係の分

季語;こは、 PHV年齢と初経王手議舎を主義総代長まとした閥帰分析を行った。統計解析はSPSSver.9.0を用いた。

結果と考察

1.身体計測値

高校 I年生時から 3年生時まで縦断書官iこ継絞して計滅した身体言問iの議議5裂を、表lI=lj号女溺iこ示し

た。

表2に、高校 1年から 3年問ま寸?の男女別のTCSOSの計測車書架令示したoTCSOSの男女主喜三告はt主主主主

の結果、 3 1iílの淑~定とも (¥ ，ずれもp<0.001)であり女子のTCSOSI立男子より1.6-2.3%高かった。

性さをは高校1年生時iこ上じぺ語道絞3年生野寺の計測で、小さくなっていた。

τ'CSOSの最高fままと霊登後f綴;手、努子では高校l年生侍4046.5m/sec、3732.5m/sec、高校2年生時

書提1 事護霊安芸斉究対象者の男女望号、緩冬、身体計測値

男子

身長 (cm)
体議(kg)
体』皆肪車料(%)

除脂肪体綴依g)

BMI 

T:.::r 

1年生時的'=46)

170.5 (4.8) 

61.9 (6.1) 
17.0 (2.9) 

51.3 (5.2) 

21.3 (2.0) 

1年生時 (N:=昔0)

Sきま造令制 158.1 (5必
体重量〈駐車) 52.1 (5.9) 

手事務主主務 (%) 25.9 (3.0) 

員事総紛徐緩徐g) 38.4 (3.5) 

33為11 20.8 U.7) 

2年主主将創出46)
日日夜9)
63.0 (6.0) 

16A{3.0) 
52.6 (4.8) 

21.5 (1.9) 

2年金持倒:=48)

158.0 (5.2) 

52.7匂.7)
25.6 (2.8) 

39.1 (3.3) 

21.1 (1.5) 

委主総は平均伎ならびにSD(主主3車内}畿支訴す@
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3等生時 Qぜ'=45)

171.5 (5.0) 

63.5 (6.3) 

16.9 (3.6) 

52.7 (4.6) 

21.6 (2.2) 

3年生時 (N=47)

158.訳日;
53.0 (5.8) 

25.6ω.3) 
39.3 (3.2) 

21.1 (1.7) 



表2 2窓殺生の男女事IJTCSOSの絞主事変化

性 N TCSOS 男女間の有君主笈

)JIJ (平均綴) 在三D)
mJ担C

高校1年生時 3尊 46 3858.7 80.3 P < 0.001 

女 50 3948.9 8吉.5

iOi校2年生時 男 46 3880.詰 皐0.2 P <0.001 

女 48 3942.1 66.5 

高校3年生跨 5習 45 3890.2 75.7 P < 0.001 
女 47 3953.1 68.4 

4む77.6m/sec、3772.6m/sec、おき交3年生時4104.4m/sec、3784.2m/sec、女子では議事絞1年生時

4124.2m/s然、 3836.3m/sec、芸事後2年余持4122.1m/sec、3816.4m/sec、高校3若手余時4129.7m/sec、

3811.3m/secであった。

TCSOSの綬若手変化I立、高校2王子生時と尚校1年生善寺たよび筒校3年生時と高校1年金憾の差は、努

ミ子22.2m/舵c(SE=4.9)、32.5m/sec(SE-6.0)、女子-5.1m/sec(SE-6.9)、5.4m/sec(SD-7.4)であっ

た。対応のあるサンプんのt検定の総長長、努子でi主将露霊祭〈いずれもp<O.OOじがあり、 τ'CSOSiま豪華年

脅さに場加していた。女子マi立、 p-O.464、p=0.470と有滋な縫は認められず、 TCSOSの豪華年変化は認め

られなかった。

2.τCSOSと身体雪印j官重要書の潟係

TCSOSと身体討議j縫のperson棺関係委主 (r)の針絞めま議菜、 TCSOSと以下の身体計綴綾の閣に平子主主

な関連性を認めたu

5母子・の高校 I年主主目寺Q)TCSOSI::体重 (r=O.369，p=0.u12)、験脂肪体重量 (r=0.356，p=O.01句、 BMI

(r=O.374，p=u.Oll)、おき交2年時mcsosとBMI(r=O.067，p=0.661)、高校3年生時のTCSOSと華子袋、体
重量、体脂肪彩、総脂肪体媛、 BMIとはいずれも有意な繍闘は認められなかった§

女子Q)TCSOSi立、五五校3年余憾のTCSOSと体脂肪率仕様0.421，p=0.003)、議選校3年余日寺のτ'CSOSと

BMI (r=u.346，p=0.017)の問のみ彩慾な繍連性を詰認めた。

身体計測{践とτ'CSOSの関係で、全ての学年を還して手証窓な関漆絵を持つ身体li1縦割きをは無かったため、
以下のTζ:SOSの分析では、身体計額Ufl直による事選正は行わなかったc

3.金環学的年除機事票

PHV年齢の分布i立以下のとおりであった。男子11幾8人 (17.8%)、12綴14人(31.1%)、 13淡17人

(37.9%)、泌総 5人(11.1%)、 15歳1人 (2.2%)、女子7淡 (2.2%)、s歳 (6ふ事長}、 9歳 (6.5%に

1合後 (39.1%)、11綾15入 (32.6%)、12草案5人(10.9粉、 13総l人 (2.2%)でもあったo PHV年齢の緩ま張

i遠の年骨骨l立、努子では13歳、女子では10歳であった。

TCSOS~ニ PHV年総 (year)との関係は鼠婦分析の結果、努子でl立高校 1 若手::t R寺測定TCSOS京高

4174.0-25.5year(p=0.02旬、 3高校2年気持測定TCSOS口 4162.6-22.8year(p=0.054)、長率校3年生時測
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定TCSOS=4069.6-14.6year(p~O.208) 、女子ではおま査 1 匁主主将縦波TCSOS出総合6.9-4 註year

(p~0.569) 、高校 2年時ìPU定rcsos=お63.9-1.7year (p~O.851)、謀議後 3 年余雲寺滋ß主主TCSOS=4012.3-

5.1year(p罵0.579)で‘あった。

女子の初経年齢の分布は、10.歳5人 (11.6%)、11後10人 (23.3%)、12建設17人 (39.5%)、13淡s人

(18.6%に 14歳以上3人 (7.0%)であった。

TCSOSと:fJJ経持者 (year)の関係は濁J滞分析の絡袋、高校l年生燃焼TCSOS叫告73.3…2.4year

(p~O.759) 、高校 2 年生時ìJlU定TCSOS=4083.9-1 1.9year (p~O.116) 、言語後 3 与さ主将誤42定TCSOSおお

4042.2-7.6year (p~O.322) であった。

f号で:立高校 1 年主主幹寺iこはP狂V年齢とτCSOSとの告書室奈は手f~言、であった。 PHV年論争がi塗いほどTCSOS

が潟いととが認められた。高校2年生善寺、高校3年生時ではPHV年齢とすCSOSの関係は有貴重でなかっ

た。毒事絞l年主主将から 3年生善寺にかけて、留婦係数は減少した。女子では、 PHV年飾、初経年前世ども

τ'CSOS;との関係;ま認められなかった。

TCSOSの綴泌i立、努ミ子では13-16議案、女子では11-15歳が最も高いといわれている。~子でPHV年

議告の尽きとお後1王子主主将のTCSOSの溺さに関連が克られたことと、その関係が高校2年生時、言言校3

年金書寺で兇られなくなったことは、高校l年生ではPHV(こ引き続き起きるTCSOSの思表期スパートの

~襲撃が兇られたと考えられた。男子の高校 l 年生時はPHV年齢から 1- 5年の時期であり、その約2

長手全査にP日Vi手議舎の務襲撃がw.られなくなったことから、高校3年生時には大部分の男子生後にTCSOSの

慾選手英語スパ…トの影毒事があったと考えられた。これらより男子のTCSOSの思春鶏スパートは、 PHV年

議長より約2若手で渡れることが考えられた。

次予の二次総徽i立、男子iこ比べ関始、終わりと也 2年稜度速いことが知られているが、今媛の務まを

紛では、女子のPHV年陽台、初級王手歯告とTCSOSの関連はZ認められず、 τ'CSOSのj思春期スパートは予泌でき

なかった。今凶の対委最終凶で、の女子のTCSOSの章受大獲得時期は高校 1年生より誌である事が考えられ

た。

これらより、労会のTCSOSの殿様期スパートの時綴を務総にするためには、より低学年待での議査

が必望書であるi::符えられた。

4.既徐腹

溺校1年生時の計測以前iこ?を析の欧主主があった1::後は、男子18入、会予14人であった。高校1年生

時と高校3年生時の測定の聞にすす折会総章受じた没後i主、男子5入、女子5人であった。骨折の有無郊

のτ'CSOSをき長3(こZおした。泌総l五f1::善寺の護ti潟以喜容の?守主奇の長完全主と毒事後1王子生善寺のτ'CSOS、高校1年

生時と高校3年生時の閣のfまま庁と3惑を交3王手1::憾のすCSOSとの燃には省主主な罪悪霊童iま認めなかった。

肺炎・気骨文炎、気管支目録忠弘、 E起き霊炎、アトピj…然E主主議炎、ffI~夫主義妻美五号、、若干主主j春、、骨折以外の骨疾

怒、縁関絞ヘルニア、食物アレルギ一、ダニエアレルギー、花粉夜、その最長のアレルギーの塁走役のある

男女があったが、努女とも既往室主とすCSOS(こは総選撃は認められなかったe
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符析の有妻要

高校l年生以前の努事?
骨折あり

骨折えまし

E議校在学中のf警折

5提3 骨折の衛書警とTCSOS(m!sec) 

5母子
平均彼 E主務 P 11直* 平均値

3880.8 18.7 0.136 8詰46.3
3844.5 15.0 3950.0 

女子

SE pfj 

18.8 0.869 
11.7 

寺普折あり 3953.8 36.9 0.078 3989.9 31.3 0.226 
符折なし 38事4.0 11.5 394事.1 11.3 

合骨折のお安要による TCSOSの平均悩の差のt検定結果のp緩安示した.

5. 援目祭器寺襲警

言葉主筆書寺刻のSJi.士訟は以下のとおり o 高校lキ生時では3号ミ子は午前0善寺 (SD=1.2時間)、女子は午後11

終日分 (SD=1.4時開)、高校 2 年生時では豊幸子は午前 O~寺52分 (SD=l.1時間}、女子は 0 時17分

(SD=O.号待問}、高校3等生時では男子i主主子総自陣43分 (SD=1.1終問)、女子は午前OD寺15分 (SD=1.1

隊問)であった。男女ままはt検定の総菜、高校 1"p~主将p=O.688、話芸絞 2 年金持p<0.001、選主主主 3 年生時

P罵0.059でJるった。就縫時間;ま議議絞l年生時には差がなく午前8善寺緩であったが、露五校2年主主持;こは還

くなり、また男女秘書長会t克られた。男子の総務時間は女子ーより平均47分緩かった。

緩限時間l立以下のとおり。高校l王手食時でl式発う子は5時間米話題18入、 6時間以上7華李総未満17入、

7時間以上11入、女子は6善寺警護未満17入、ち終局以上7u寺鶴来機24入、 7時関以上5人、阪校2年生

時では男子は6時間米議毒殺人、 6時題以上?善寺閲未満14入、 7時間以上13入、女子は6時湾未済16入、

喜善寺間以上7時間米首勢18入、 7時総以上13人、議議絞3年生時でJ孟男子は5時間未満22入、 6時間以上

7時間未滋13入、 7時間以上10入、女子は6P寺跨米満23入、告雲寺隊以上7柊関米満13人、 7時潟以上

10人マあった。 f号女ども言着後l"p生時から関校3年生時にかけて種目隠持関が短くなってLミまとc

経限時閲i::τ'CSOSの関係i立、 Jonc滋leere:ぽerps回検定の総果、高校 i 年生時のすCSOS~ご経脳陣寺闘で

は男子はや0.50宮、女子i立p=0.427、否認絞2年生時のTCSOSとま襲限時間では努子はp=0.518、女子;立

p=0.535、高校3年生善寺のすCSOSと経線翼線司では男子;まp=0.566、女子はp=0.255であった。韓議員総時間と

TCSOSには関主主浮気られなかった。

6. 食生浴室苦慣

6-1.穀食、間食、夕食の摂取煩度

粉食、夕食、間食の摂取委義援Eを表4Iこぶした。朝食の摂取頻度は男女差、総集者変化は無かった。穀

食の欠食を認めたのは、男女計マ語道校1年金持15人 (15.6季語}、高校2年生持g人 (9.7%)、言議後3年

主主将15人 (16.9%)であった。努女e:もほとんどの生徒が夕食をいつも食べていると答えていた。臨調

1まの摂取頻還さには、男女髪、豪華年変化を総めなかった。

専務会の摂取J須皮と調変雲寺のTCSOSの罪悪係についてJonckheereTerpstra検定を行った結果、いずれの

学年でも、車月食摂E弘須磨苦と調査雲寺のτCSOSとの鈎主義を認めなかった。事~!1をまたは閥食Q)摂取頻度と次

!溺計測時のτ'CSOSの関係について、 Jonckheere-Terpstra検定制?った結娘、粉食と海食のm恥領選をは
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表4 務会、夕食、鶴重量の事真理主義濃淡の潟女別度数分布

喜善 l 語道2 高3

男子 女子 5母子 女子 男子 女子
務食:

いつも食べる 37 44 38 44 36 38 

食べる方が多い 5 2 2 。 8 4 
食べない方が多い 1 3 3 2 O 2 

いつも食べない 3 1 3 1 3 G 

N 46 50 4詰 47 45 44 

夕食:

いつも食べる 46 49 43 45 

食べる15が多い G l 2 2 

ゑべない方が多い

いつも食べない 1 O 

N 46 50 46 47 

襲警宝生:

いっちま量べる 6 14 6 14 5 10 

食べ;:;，15が多い 23 18 22 13 20 17 

食べない方が多い 17 14 15 15 17 11 

いつも食べない 。 4 3 5 3 6 
46 50 46 47 45 44 

次回計測時のTCSOSとの関i創立緩めなかった。

6-2.牛乳の摂取量

牛乳の 1日あたりの撚詩文笈は以下のとおり。高校1王子生善寺では災'，t-1ま r2本以上J21入、 f約l本j

10入、 f約半本J8入、れまとんど童文まないJ7入、女子は f22位以J:J12人、「約 1本J15入、「約半本J

12入、れまとんど長女まないJ11人であった。嘉絞2年生侍では災予は [22ド以上J12入、「約l本J8 

入、 f約半*J17入、行まとんど童文まなLミJ9入、女子では fZ:lド以上J5入、「約 l本J11入、「約半

本J18入、れまとんど長女まなLリ犯人でみった。男子は女子に比べて高校l年生時、関校2年生時とも、

牛乳の摂取量が多かった。罪事校l若手生時には、 1日に約 l本以上飲む生徒は5母子31人 (67.4%上女子

27人 (54.0%)であったが、議話校2年余時には男子20人 (43.5%)、!7:c子16人 (34.0%)で、あり、男女

とも 1Bの摂取量が減少していた。

牛乳の摂取量と調主主時のTCSOSの関係をJonckheere-Terpstra:検定で検討した事選祭、牛乳の録取震と

翻査時、次回計測時の'TCSOSとは製軽量長会認めなかった。

6-3.朝食の摂取内容意思鱗度

高校l年生雲寺の朝食の談再交!今君事務委察療と泌さ交1若手守会終のτCSOS、ならびに潟校l惨さ!:P寺の朝食の摂

取内容別i震度と 1 年後のおき受 2 1:手余震寺のてrcsos~この関係についてJonckheere々erpstra事免震を行った結

予裂をき菱51こmした。

3号了ーでは穀食での乳製品の言語句い撚詩文菱商題誌が筏L、TCSOSIこ関連していた。また、卵の関い摂取量真皮が
潔いτCSOSIこ関連する傾向が気られた。乳製633絞殺の各若手の度数と高校 l年生時測安定憾のTCSOSO)王子

士号{襲警講義偏差)iま、 r1 B Iこ2悶以上J5入、 3929.2m/sec(SE~34.7) 、 f ぼたんど後段 J 10入、

m
h
d
 

向

4ω
の，
w



表5 1.富絞 1 年時の車ijj量の事接取内容、義震度 t高校 1~2 若手草寺のTCSOSの関連性

(Jonckheere'Terpstra t会主主結果 p fi夜遅告示す)

警護豪華 男子 女子

話器絞1年時 若草絞2年時 高校1年時 高校2年時
TCSOS TCSOS TCSOS TCSOS 
(N出46) (N=46) (N=50) (N=48) 

牛乳 O.詰84 0.848 0.294 0.247 
乳製品{チーズ、ヨーグルト) 込錨草 込Q韮塁 0.830 0.827 
詳著書震 0.085 0.195 0.249 0.853 

魚介類 0.200 0.378 0.434 0.955 

小魚 0.259 0.280 0.735 0.846 

汁物 G‘334 0.371 0.699 0.57脅
Jip &盟皇 0.056 0.911 0.475 
務総飲料水 0.352 0.474 0.583 0.429 

スナック菓子 0.793 0.599 0.836 0.481 
漬け物、銀煮、梅干し、ふり 0.969 0.867 0.922 。‘663
かけ

繰り製品 0.587 0.660 0.931 0.453 

3霊祭品 0.662 0.446 0.845 0.367 
議議錆色野菜 0.975 0.852 0.661 0.805 
色の議事い野菜 0.23巷 0.4宮1 0.537 0.413 

果物類 0.264 0.074 0.628 む‘761
害事室喜重量 0.412 0.516 0.168 0.090 
インスタント菱重 0.324 0.383 0.363 0.398 

レトルト食品 0.286 0.174 0.035 生皇室金

下車車はp<0.05そ議長示したe

3886.0m/sec (SE=24.6)、「遡;こ3-5凝J7入、 3838.1m/sec(SE=29.4)、 fi闘に 1-2凶J19入、

3837.2m/s配紛ら17.8)、「月iニ}-2回J3入、 3856.7m/sec(S&44.9)、nまとんど食べないJ1入、
3759.9m/s部(SE=77.7)であった。卵摂取の冬若手の度数と夜後 l.if.生時i!!U主主将のTCSOSの平均;立、 r1 
Biこ2関以上J4入、泌総.lm/sec(SE=38.7)、「ほとんど毎日J27入、お83.1m/sec(SE=14.9)、fl趨に

3-5回J8入、 3812.8m/sec (SE=27.4)、 「翼連jこ1-2凶J4入、 3819.9m/sec (SE=38.7)、「月lこ1-

2悩J1入、 3772.1m/sec(SE=77.4)、れまとんど食べなLリ 2入、 3813.8m/s伐 (S主=54.7)で£った。

1量子では朝食でのレトルト食品の議選い摂取頻度が謀議い.TCSOSiこ|麹迷レ口、た。各群の波数と言語校1

年生時i!!IJ後憾の宝'CSOSの平均{標準昔話会控)は、れまとんど毎日絞取J2入、 4004.4m/sec(SE=48.3)、

ri瑚iこ3-5泌J19人、 3966.2m/sec(S主.=15.7)、「週に }-2箆J16入、ぬ'41.4m/sec(SE=17.1)、m
iこl…2回J8入、 3906.1m/sec(SE=24.1)、fほとんど食べなLリ 5入、 3953.5m/sec (SE潟30.5)で

あった。

7.運動賓室露

選謀議毒事雪i慣について、運動系部活動もしくはや外での王室泌が滋4日以上あるさ駐徒は、衡を交1年生時で

は努予は30人 (68.1事長)、女子は12人 (24.5%)、認を受2年生時では努子は29人 (63.1%ふ女子は14人

(29.2%)でみった。 i恩4溺以上の主重量級終草案のある主主主をは男子が女子より多かったe 産主校1年後降、高

校2年生時とも男子の方が女子よりも苦手減数者数、 t務重きのとも多かった。高校3主ドを長時には、ほとん
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どの主主主主が霊童数2義務者吉選舎を沈めていたm

主菱重き綴療とすCSOSの関係は、主義4臼以上の翼運動の有然についてt検定で検討した結果、高校l年生

雲寺の漆言語とτ'CSOSの韓請には害時多どとも日軽量主iま5もられなかった。

事.護室長菱と幾療に露書室葉Tるrf要議(1)~ ~ま
畠縄1. ~養不足(1)~望党

主筆1'l患の級事撃について、話警本忽を語義じているのは高校 1年生時では男子35人 (76.1%)、女子31人

(62.む苦手}、災後2王手金書寺では努子32人 (69.詰%)、女子32人 (68.1%)、高校3年生時では男子31人

{告書.9事長〉、女子30人 (68.1警告)'1:あった。努女さを、経王手変化とも認められなかった。

主筆弓ZE誌のi3:Jままこ宝'CSOSの関係11、tt業主主の結果、女子では高校2年生時に寝不足を自覚している生徒

のお後 2 年主主憾のTCSOSIこままい{磯良俗益金.07'告}が、高校 3 年生時のTCSOSIこ低い関係 (p~0.025) が

緩められたや草要不足の臨ままの有毒装によるすCSOSの平均値i立高校2年生待、自覚あり若手3930.6m/sec

(SE縦11.6)、なし者李総67.5m/sec(SE~16.き}、言蓄を受 3 王手生草寺、 自覚あり群3容認.9m/sec(SE-ll.6)、なし

護学3988.0m/sec(SE-17.6)であった。

務イ41乏の闘:党とE壁際E寺院喜の関係i立、努女合わせて高校1年生善寺iこ寝不足を感じている66人のうち極

限時間が6ft寺関未満のものはお人 (42.4%)、寝不足を感じていない3哲人のうちE壁際持関が8時総未満

のものは7人 (23.3%)であった。高校2年生時i二寝不足を感じている64人のうち堅塁線袴闘が5待問

米満のものは25人 (39.1%)、寝不足を感じていない29人のうち経線雲寺潟がち持隠来滋のものは10人

(34.5%)であった。高校3年生時に寝不足を感じている61人のうち緩総持間違¥6雲寺言語米満のものはお

人 (57.4%)、寝不足を感じていない28人のうち陸綬跨憶がs時潟ラ軽減のものは10人であった。 3菱不足

を自昔話していない生徒のゆに也、睡眠時間が短い生徒が少なからずいることが紛らかになったa

8・2.健康を保つのに適した食生活の自覚

線療を保つのに適した食生活の自覚についての問答度教を表6Iこ殺した。寝室長警を保つのに巡した食

生活の自覚とτ'CSOSとの問には、 t検定の結果、有意な際述懐11認められなかった。

健長告を保つのに適した食生活の自覚の有無と朝食での欠食の有主義の際係i立、発女おオフせ?とおま交1空手

生時iこ額食の欠食あり群15人のうち、健康的な食生活なし群は13人 (86.7%に朝食の欠食なし護軍81人

のうち、健康的な食生活なし群は23人 (28.4%)であった。言語校2主p主時iこ綴j訟の欠?をあり奪事11人の

うち、 i建露量的な食生活なし群は9人 (81.8%)、朝食の欠食なし若手82人のうち、 l建隊約な食会長おなし鮮

は34入(41.5%)であった。高校3年生時に朝食の欠食あり務15人のうち、 i幾長持約なf量殺3活設し若手法

12入 (80.0%)、穀食の欠食なし群74人のうち、世話長量的な食生活なし若干は25人 (33.8%)マあった。事時

食の欠食がある場合にち高校生がち自分の食生活が健康を保つのに滅した食慾約一むはないと主繁華華して

いることが示された。

一方、調会の有無と、健康を保つのに過した食生滋の自覚の有然1::の闘には関i議伎が認められなか

った。つまり、濁食をするかどうかは、高校生が、 E当分の食然?百が住霊長兼を保つのにj滋した食致活でな

いと考えることとは総菜室がなかった。
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表6 自分の儀E賢官雪僚に関する懇談iこ関守る函望書事喜楽学年豊喜男女別度重量分害容

高1 高2 書寄3
男子 女子 男子 女子 5智子 女子

長室長筆者を毒装つ食生活苦をしているか

している 4 6 6 7 7 4 

1さいたいしている 23 27 14 23 19 22 
どちらともいえない 11 12 17 s 9 10 
していない 8 5 9 g 10 ? 

N 46 50 46 47 45 43 

選霊薬きは足りているか

会く足りている 20 3 $ 2 

大体足りている 10 14 7 2 

少し足らない 12 15 19 18 
会く足らない 4 14 16 21 

N 46 4告 45 43 

議案芸軽量きなさ主主きのために何を心がけているか

経燦を十分にとる 14 15 14 14 
朝食を毎寂食べる 34 39 34 33 
間食をあまり食べない 10 18 10 15 
栄養のバランスや量に気を付ける 18 21 10 1 

太りすぎない 13 19 17 26 
やせすぎない 6 l 6 5 
体育の絡にもまを英語的に慈雲寺をT.Q 29 19 21 15 
愈を大切にサる 18 19 22 23 
疲れたら休奇襲唱をとる 26 22 24 15 

N 46 47 45 47 

8-3.運動習慢のIa'設

選童話密主主慣の白雪惑についてのI!!I~波数を議長 6 ，こ示した。語審絞2王子生終から議議校3王子生時にかけて努女

とも護軍動が足りないと厨答したさ主総が鍛えているが、これは毒事活動を広めた食事をが多いためであると

考えられたφ 主筆議在意31燃の自覚と遂毅Iß調療の関係は、高校 2 年生時の運動養母淡の~党と運動産員長誌とを比

警交した。高校3王子主食草寺i手、運動習僚のない生徒が多く主義護者望号慢の自覚と比絞しなかった。男子マは運

動が.lEりないと答えた16人のうち滋4日以上の運動なしはお人 (81.3%)、.lEりていると答えた30人の

うち週4日以上の波動なしは4人 (13.3%)であった。女子では運動澄綴が足りないと務えたお人の

うち遜4B以上の滋動なしはお人 (89.7%)、足りていると答えた17人のうち滋4B以上の滋費者なしは

?人 (41.2%)であったむ逮重き習燃の溺党と運動のま震度との関連牲を認めた。

運動習僚の自党とτ'CSOSの喜善意義についてのJanc総leere-Terpsta検定の総書震を表71こ示した。女子で

は、運動が足りていると自覚している生徒の'TCSOSがお主主に高いことがぶされた。女子の路孝受2年生

善寺の運動滋白!資の自覚による言語校 2 年生時のTCSOSの平均修は、 í~ く足りている J 39事6.9m/sec

(SE~37.7) 、 fコ'd事足りている J 3940.4m/sec (5犯=17.5)、「少し足らないJ3961.4m/sec (SE-16.9)、

f足らな，，:3910.9滋/sec(SEぺ7.5)であった。また、高校3年余罪寺のTCSOSの乎均ftili(総数鏑差)

は、「全く足りているJ4∞4.5m/撚c(SE=38.3)、f大体足りているjぬ58.1m/sec(SE-17.7)、「少し足
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表7 高校 1-2年時の運動量の自覚と高校2-3年時のTCSOSの関連性

(Jonckhee四 .Terpstra検定結果 p値を示す)

種類 男子

運動量の自覚(高校2年)
運動量の自覚(高校3年)

下線はp<0.05を表示した.

高校2年時 高校3年時

TCSOS TCSOS 
(N=4ω(N=45) 
0.314 0.917 

0.842 

女子

高校2年時 高校3年時

TCSOS TCSOS 
(N=46) (N=43) 
0.047 生盤旦

0.050 

らなL、J3975.1m/sec (SE~17.7) 、「足らな L ミJ 3917.2m/sec (SE~17.7) であった。女子の高校 3 年生

時の運動習慣の自覚による高校 3年生時のTCSOSの平均値(標準偏差)は、「全く足りている」

4009.8m/sec (SE~49.1)、「大体足りている J 3963.0m/sec (SE~49.1)、「少し足らな L リ 3967.5ml sec 

(SE~16.4)、「足らな L ミJ 3932.5m/sec (SE~15.2) であった。

8-4.健康的な生活の心がけ

健康的な生活の心がけについて回答度数分布を表6に示した。各項目を 1点とした平均点は男子の

高校2年生時3.7(SD~ 1.8) 、高校 3年生時3.6 (SD~2.0) 、女子の高校 2 年生時3.5 (SD~ 1.7) 、高校 3年

生時3.7(SD~2.3) であった。

健康的な心がけとτ'CSOSの関係は、 Janckheere-Terpsia検定の結果、有意な関連は見られなかった。

9.その他のライフスタイル

9-1.学習塾の利用

学習塾の利用については以下のとおり。高校1年生時では男子は「週3-4回J7人、「週1-2回」

19人、「通っていなLリ20人、女子は「週3-4回J8人、「週 1-2回J31人、「通っていなLリ11人

であった。学習塾の利用とTCSOSの関係はJanckheere.Terpsta検定の結果、有意な関係は見られなか

った。週4日以上の運動をしているととと、学習塾の利用頻度は、男女とも有意な関連を認めなかっ

た。

9・2.アルバイト

アルバイトについては以下のとおり。高校 l年生時では男子は「週3-4回J3人、「週 1-2回」

l人、「月に 1-2回J2人、「していなLリ40人、女子は「週3-4回J4人、「週 1-2回J2人、

「していなLリ44人であった。ほとんどの生徒はアルバイトをしていなかった。

9-3.携帯電話の所有

携帯電話等の所有については以下のとおり。高校1年生時では男子は所有あり19人、所有なし29人、

女子は所有あり19人、所有なし30人であった。男女差は見られなかった。携帯電話等の所有とTCSOS

の関係はt検定の結果、有意な関係は見られなかった。携帯電話等を所有していることと、週4日以上

の運動をしていることの聞には、男女とも有意な関係を認めなかった。

-239ー



まとめ

女子言語校生のT岱 OS!手、 f貯蔵校生のす'CSOSよりさ5学年二吋I憶に潟く、高校1年佼善寺から高校3年

生時まで男子では増加し、女子ではき変化しなかった。 f母子のTCSOSの段、答期スパートはPHV年齢と

すCSOSの務透から、 PHV年齢から 2 年前後であることが儀委第された。 TCSOSの怒春期スノ~-ト i主総身

人iこより妻宅なり、 TCSOSの査委大獲得量のi思議まのためには、綴々人の適切立善寺実警に主主殺を払う必重きがあ

るだろう。

食品摂取とすCSOSとの関係では、今季Lのみのま奨詩文き震とTCSOSの関動対運められなかったが、男子で

は乳製品、療の後取が潟LミTCSOS!こ関霊長していた。朝食の欠食の有無とTCSOSどの関連性は認められ

なかった。生活習慣については、女子で務不足の自覚があり、実話勧不足の自覚ありが低L守CSOSiこ障者

逮していた。

ライフスタイんについての高校金の滋党について、十分な躍を限時僚に立すする認識がない若手がみられ

た。その傾向は男子lこ強く~られたが、 5母子i立米去さTCSOSの豊後総務にあると等えられ、その影響が懸

念された。綴f誌の欠食がある場合に自分の食生約が健康を事長つのに滅した食生活でないと潔解してい

た。運動の頻度が少ないことと、そらおが菱重動習慣が不足しているという総選棄とは関連伎が緩められた。

τ'CSOSの成長異議にある潟校生努?では、乳製品を合主iタ織な組み合わせの食品を摂取することが成

長居誌の援活い符密度と関巡していた。骨密皮の長記長期にある資少年予畿のライフスタ弓んが成長f去の長室長警

にもたらすB話機をふまえ、自らの主体約な物語ft"うイフスタイルを滋択し始める脅少年を対象とする

長室長安教育プログラムの必要性が強く文京後された。
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